
時刻
（所要時間）

項目 内　　　　　容 備　考

１０：００
（１０） 開　会

・開会挨拶 ・指差し唱和
・オリエンテーション（運営上のお願い等）

１０：１０
（５）

チーム
ミーティン

グ
全員一言スピーチ（氏名、会社名、趣味） チームづくり

１０：１５
（１５） 講　義

労働災害防止に必要なこと
 ～ＫＹＴ活用の必要性と重要性～

労働災害が、なぜ発生するのか、何が原因なのかを知ること
で、KYTの必要性と重要性を理解する。

１０：３０
（２０） 解　説 ＫＹＴ基礎４ラウンド法について KYTの目指すもの、ＫＹＴの基本の進め方を理解する。

１０：５０
（４０）

演習 「ＫＹＴ基礎４ラウンド法（１Ｒまで）」 危険の捉え方と表現の仕方を体感する。

１１：３０
（６０）

１２：３０
（２０） 映像

実写版マニュアル
「ＫＹＴ基礎４ラウンド法の進め方」

映像から「ＫＹＴ基礎４ラウンド法」の
正しい進め方を理解する。

１２：５０
（３５）

実技① 「ＫＹＴ基礎４ラウンド法（１Ｒ）」の進め方 １Ｒの正しいやり方を体得する。

１３：２５
（２０）

実技② 「ＫＹＴ基礎４ラウンド法（２Ｒ）」の進め方 ２Ｒの正しいやり方を体得する。

１３：４５
（１０）

１３：５５
（２０）

実技③ 「ＫＹＴ基礎４ラウンド法（３Ｒ）」の進め方 ３Ｒの正しいやり方を体得する。

１４：１５
（１５）

実技④ 「ＫＹＴ基礎４ラウンド法（４Ｒ）」の進め方 ４Ｒの正しいやり方を体得する。

１４：３０
（２０）

実技⑤ 「ＫＹＴ基礎４ラウンド法（確認）」の進め方 確認の正しいやり方を体得する。

１４：５０
（１０）

１５：００
（６０）

実技⑥ 「ＫＹＴ基礎４ラウンド法（簡略型）」
ＫＹＴ基礎４Ｒ法のとねらいと進め方を
振り返り、正しいＫＹＴを再確認する。

１６：００
（１０） 実技⑦ セミナーの振り返り

セミナーで学んだことを振り返り、
職場で心がけることを発表する。

１６：２０
（１０）

１６：３０
閉　会 ・閉会挨拶、事務連絡、指差し唱和

    ゼロから学ぶＫＹＴ入門セミナー
カリキュラム

【ねらい】

　今、労働現場における災害・事故をゼロにしていくためには、設備・機械や作業方法の安全化とともに、作業者の不安全な行
動に対する対策が不可欠です。人間は、錯覚したり、うっかり、ぼんやりしたり、省略、近道をする特性を持っているからです。そ
の意味で、作業者自身が心を引き締め、仲間同士も相互に助け合い、災害・事故を防いでいこうといった自主的な危険予知（Ｋ
Ｙ）活動が有効です。このセミナーでは、正しいＫＹＴ基礎４ラウンド法のやり方を体得し、安全に関する基本的な考えを得るとと
もに、危険を予知する感受性の向上を目指します。
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